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Ⅰ．会社概要 



会社概要 
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経営理念 
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Changes for the Ground 

一戸建住宅を建築する上で、いまや地盤調査は必須となっています。地盤調査の結果次第では地盤改良
工事が発生しますが、この地盤の調査から改良工事に至るまでに曖昧で不透明な部分があり、過剰な地盤
改良工事が多々発生しているのも事実です。 
この曖昧で不透明な部分を解消し、施主様や工務店様が納得できる「デファクトスタンダード」を構築しなけ
ればならない。その決意から地盤ネットは誕生しました。 
Changes for the Ground ― 今後ますます重要性を増してくる地盤問題に対して明確な回答を提供し、地
盤業界をより良い方向へと変革していきたい。これまでも、これからも地盤ネットの変わらぬ想いです。 

地盤業界の"デファクトスタンダード"をめざして。 
私たちは公正な見地に立つ、唯一の地盤解析専門会社です。 

Mission（使命） 
我々は、公正な見地に立つ唯一の地盤解析専門会社として、地盤業界をより良い方向へと変
革する最高のサービスを提供します。 

Vision（展望） 
我々は、革新的なサービスを提供することにより、地盤業界の「デファクトスタンダード」となります。 

Values（価値） 
「信頼に値すること」「顧客に焦点をあわせること」「お互いに尊敬しあうこと」「勝つこと」 



住生活エージェントとは 

住宅産業において、生活者と住宅供給者の間には大きな情報の格差が生じ、情報の少ない生活者に不利益が生じる
傾向が見られます。当社は住宅地盤における「住生活エージェント」として、客観的な見地から地盤解析等のサービスを
提供し、生活者の利益を守ります。 
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（出所）住宅産業関連ニュービジネス支援事業（消費者エージェントビジネス調査研究） 

     報告書概要版 2006年3月 経済産業省（委託先：株式会社三菱総合研究所） 
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住宅地盤における建築主の不利益を排除する。 



地盤業界の仕組みと、当社事業の特徴について 
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地盤ネットのソリューション 
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決算報告（ＰＬ） 
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（単位：千円） 

設立以来４期連続増収増益。 



Ⅱ．中期経営目標 



中期経営計画の骨子 
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3STEPの深化により 
地盤業界のデファクトスタンダードとなる。 

地盤業界の「見える化」3STEP 

不必要な工事の削減 

地盤調査 
部分転圧 

地盤改良工事 
完了後の補償 

Step1（地盤セカンドオピニオン） Step2（地盤安心住宅システム） Step3（地盤インスペクター） 

1. 地盤セカンドオピニオン® 

「地盤改良工事判定物件の無料 

再解析」により 

グレーゾーン判定を「見える化」 

3. 地盤インスペクター® 

「正しい地盤知識の普及と専門家の

養成」により 

地盤改良工事の欠陥を「見える化」 

2. 地盤安心住宅®システム 

「適切な地盤調査と業者選定・育

成」 により 

地盤調査内容を「見える化」 

戸建 
40万戸市場 
全てを対象

に 


